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全
国
初
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

で
は
な
い
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
専
門
大
学
院

　

中
央
大
学
は
２
０
０
２
年
４
月
か
ら

新
宿
区
市
ヶ
谷
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
会
計
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
専
門
大
学

院(

中
央
大
学
大
学
院
国
際
会
計
研
究
科
。

通
称
、
中
央
大
学
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス

ク
ー
ル)

を
開
校
し
た
。

  

当
ス
ク
ー
ル
は
、
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
中
心
と
し
た
知
識
と
ス
キ
ル
の
養
成

に
特
化
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
と
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
異
に
し

て
い
る
。
実
務
経
験
豊
富
な
教
授
陣
に
よ

る
実
践
的
な
教
育
と
い
う
点
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
共
通
し
て
い
る
が
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
け
る
意
思
決
定
の
た
め
の
全

般
的
な
ス
キ
ル
を
養
成
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
と
違
っ
て
、
専
門
領
域
を
特
化
し
、

ス
キ
ル
の
明
確
化
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

修
了
後
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
あ
る
い
は
進

路
と
の
関
係
を
強
く
意
識
し
、
わ
が
国
に

お
け
る
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
コ
ア
と

し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
ニ
ー
ズ
に

直
接
的
に
応
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
こ
そ
が
、

わ
が
国
初
の
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
の
開
校
を
う
な
が
し
た
の
で
あ
る
。

銀
行
員
、
会
計
士
ら

社
会
人
中
心
に
81
人
が
学
ぶ

　

02
年
４
月
入
学
生
の
入
試
は
こ
と
し
１

月
〜
２
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
、
213
人
の

志
望
者
の
中
か
ら
筆
記
・
面
接
の
２
段
階

の
選
抜
を
合
格
し
た
81
人
が
入
学
し
た
。

そ
の
う
ち
一
般
学
生
（
02
年
３
月
に
大
学

を
卒
業
し
た
学
生
）
は
４
人
で
、
残
り
77

人
が
社
会
人
学
生
と
な
り
、
社
会
人
学
生

の
割
合
は
95
％
と
な
っ
た
。

　

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
、

在
学
時
の
単
位
の
取
得
状
況
に
よ
っ
て

「
修
士
（
国
際
会
計
）」「
修
士
（
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
）」
の
２
種
類
の
学
位
を
取
得
可

能
で
あ
る
。
出
願
時
に
学
生
が
希
望
指
導

教
官
と
し
て
願
書
に
記
入
し
た
教
官
の
専

門
分
野
か
ら
推
定
す
る
と
、
４
月
入
学
生

の
約
３
分
の
２
（
65
％
）
の
学
生
が
、「
修

士
（
国
際
会
計
）」
の
学
位
を
希
望
し
、

残
り
約
３
分
の
１
（
35
％
）
が
、「
修
士

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）」
の
学
位
を
希
望
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
ア
カ
ウ
ン

テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
正
式
な
演
習

担
当
教
官
の
決
定
は
、
入
学
の
半
年
後
と

し
て
お
り
、
ま
た
国
際
会
計
と
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
間
で
、
い
わ
ゆ
る
コ
ー
ス
分
け
を

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
今
後
こ

の
割
合
が
修
了
ま
で
の
間
に
変
化
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
全
学
生
の
95
％
を
占
め
る
社
会

人
学
生
が
、
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
い

て
い
る
の
か
を
見
て
み
る
。
所
属
業
種
の

ト
ッ
プ
３
は
、
①
金
融
業
界
②
監
査
法
人

勤
務
及
び
自
営
会
計
専
門
職
③
Ｉ
Ｔ
・
通

信
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
比
は
、
30
％
、
18
％
、

14
％
と
な
っ
て
い
る
（
ト
ッ
プ
３
の
合
計

で
、
構
成
比
の
６
割
強
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
）。
こ
れ
ら
の
業
種
に
、
製

造
業
（
11
％
）、
サ
ー
ビ
ス
業
（
９
％
）、

公
共
部
門
（
５
％
）
が
続
い
て
い
る
。

  

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
上
記

の
よ
う
に
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
融
合
を
掲
げ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
現
場
か
ら

❶

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
教
授　

鈴す
ず

木き

一か
ず

功の
り



45 「Hakumon ちゅうおう」 '02 年秋季特別号

業
の
Ｃ
Ｆ
Ｏ
や
、
環
境
会
計
・
公
会
計
分

野
の
人
材
育
成
を
念
頭
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
構
成
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
社
会
人
の

所
属
業
種
を
見
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
設

置
主
旨
に
沿
っ
た
幅
広
い
業
種
か
ら
、
優

秀
な
学
生
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
自
負
し
て
い
る
。

活
発
な
議
論
と
専
門
知
識
格
差

　

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
校

し
て
最
初
の
セ
メ
ス
タ
ー
も
終
わ
り
に
近

づ
い
た
。
数
多
く
の
講
義
の
中
で
、
社
会

人
や
一
般
学
生
の
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
学
生
相
互
の
交
流
も
始
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
７
月
に
は
演
習
の
指
導
教

官
も
決
ま
り
、
10
月
か
ら
は
ゼ
ミ
単
位
で

リ
サ
ー
チ
・
ペ
ー
パ
ー
の
指
導
も
始
ま
る
。

最
初
学
生
・
教
員
と
も
に
手
探
り
だ
っ
た

状
況
は
徐
々
に
整
理
さ
れ
、
少
し
ず
つ
専

門
職
大
学
院
特
有
の
運
営
の
あ
り
方
と
い

う
も
の
も
確
立
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

そ
の
一
方
で
、
何
点
か
開
校
前
に
は
予

想
も
し
な
か
っ
た
事
態
に
も
直
面
し
て
い

る
。
特
に
大
き
い
の
は
、
社
会
人
学
生
間

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
修
了
生

が
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
継
続

的
に
関
係
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
ど
う

い
う
「
仕
組
み
」
が
必
要
か
も
今
後
、
検

討
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
い
え
る
で
あ
ろ

だ
ろ
う
。

　

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
現
状

か
ら
考
え
て
み
て
も
、
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
領
域
の
高
度
職
業
人
教
育
に
対
し
て

は
、
監
査
法
人
・
企
業
の
人
材
育
成
ニ
ー

ズ
は
想
像
以
上
に
大
き
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
現
在
の
経
済
・
経
営

環
境
の
厳
し
さ
か
ら
、
学
習
に
専
念
さ
せ

る
形
で
の
長
期
に
わ
た
る
国
内
大
学
院
派

遣
留
学
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
短
期
の

研
修
会
を
第
三
者
に
委
託
し
て
社
内
で
行

う
、
も
し
く
は
短
期
の
研
修
会
に
出
席
さ

せ
る
、
と
い
う
形
で
社
内
の
人
材
育
成
を

図
る
ケ
ー
ス
の
方
が
主
流
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

　

現
在
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の

理
念
を
、
そ
う
し
た
時
間
的
・
金
銭
的
余

裕
の
な
い
よ
り
多
く
の
社
会
人
の
専
門
職

教
育
に
も
拡
張
し
、
同
時
に
企
業
と
の
連

の
専
門
知
識
の
格
差
で
あ
る
。

　

我
々
は
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の
特

化
を
掲
げ
て
大
学
院
を
開
設
し
、
主
に
書

類
と
面
接
で
社
会
人
を
選
抜
し
た
が
、
一

流
企
業
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
係
長
ク
ラ
ス
の
経
歴
を
持
っ
た

社
会
人
学
生
の
中
に
も
、ほ
と
ん
ど
会
計
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
知
識
を
も
た
な
い
者
が

少
な
か
ら
ず
い
る
と
い
う
事
実
に
驚
か
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
会
計
の
基
礎
知

識
（
簿
記
の
初
歩
）
を
教
え
る
ク
ラ
ス
で

も
、
３
割
程
度
の
学
生
が
受
講
し
て
い
る

状
態
で
あ
り
、
中
に
は
簿
記
の
知
識
は
全

く
な
い
と
い
う
学
生
も
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
会
計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
専
門
職
と
し
て
、
最
前
線
で
働
い
て
き

た
学
生
の
中
に
は
、
既
に
相
当
の
知
識
・

経
験
を
備
え
、
講
義
の
中
で
も
高
度
な
議

論
や
、
詳
細
な
質
問
を
投
げ
か
け
る
者
も
、

少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
生
間
の
知
識
・
経
験
水

準
の
格
差
の
存
在
に
よ
っ
て
、
当
初
予
定

以
上
に
詳
細
な
学
生
の
ケ
ア
が
教
員
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
初
歩
的
な
知
識
す
ら
な

い
学
生
と
、
高
度
な
知
識
を
持
つ
学
生
、

こ
の
両
極
端
の
中
間
の
ど
の
辺
り
に
講
義

の
レ
ベ
ル
を
据
え
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の

レ
ベ
ル
で
満
足
で
き
な
い
学
生
が
満
足
す

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
現
在
も
教
員

間
の
試
行
錯
誤
が
続
い
て 

い
る
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
へ
向
け
た
幅

広
い
取
り
組
み―

―

企
業
研
修
も
検
討

　

今
後
と
も
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
は
、
高
度
職
業
人
教
育
の
養
成
と
い
う

設
置
の
主
旨
に
鑑
み
、
現
在
の
日
本
社
会

に
求
め
ら
れ
て
い
る
高
度
専
門
職
業
人
の

養
成
と
い
う
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
、教
育
方
法
、運
営
方
法
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
内
容
を
含
め
、
現
状
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
柔
軟
に
変
化
・
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
04
年

以
降
誕
生
す
る
修
了
生
を
皮
切
り
に
、
高

度
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
問
題
解
決
能
力
を
持
っ

た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
、
社
会
の

様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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携
を
高
め
る
手
段
と
し
て
、
企
業
研
修
の

方
策
も
検
討
を
始
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、

①
企
業
研
修
の
た
め
の
講
習

②
企
業
研
修
の
た
め
の
教
材
開
発
の
２
点

を
中
心
業
務
と
し
た
企
業
研
修
特
化
型
機

関
「
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
＆
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
仮
称
）」
の
設
立―

―

を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
、
設
立
が
学
内
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
こ
の
研

修
特
化
機
関
が
連
携
し
て
、
よ
り
き
め
細

か
い
社
会
の
職
業
人
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
け
る
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
の
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

の
学
生
を
構
成
す
る
２
つ
の
集
団―
―

会

計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
専
門
家
と
、
会
計
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
ツ
ー
ル
と
し
て
必
要
と

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
相
互
に
交
流

し
、
全
体
と
し
て
活
性
化
し
た
ス
ク
ー
ル

運
営
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
期
待
し
て
い
る
。

そ
こ
に
、
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

の
期
待
さ
れ
る
べ
き
将
来
像
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。 

　

⑶
志
望
理
由
書
（
任
意
Ａ
４
サ
イ
ズ
用
紙
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
枚
以
内

　
　

＊
入
学
試
験
要
項
の
「
志
望
理
由
書
・
リ
サ
ー

　
　
　

チ
ペ
ー
パ
ー
に
関
す
る
研
究
計
画
書
書
式
記

　
　
　

入
上
の
注
意
」
を
参
照
し
て
記
述
し
て
く
だ

　
　
　

さ
い
。

　

⑷
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
に
関
す
る
研
究
計
画
書　

　
　

（
任
意
Ａ
４
サ
イ
ズ
用
紙
）　
　
　
　
　

１
枚

　
　

＊
入
学
試
験
要
項
の
「
志
望
理
由
書
・
リ
サ
ー

　
　
　

チ
ペ
ー
パ
ー
に
関
す
る
研
究
計
画
書
書
式
記

　
　
　

入
上
の
注
意
」
を
参
照
し
て
記
述
し
て
く
だ

　
　
　

さ
い
。

　

⑸
大
学
の
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
・
成
績
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
１
部

　
　

＊
学
位
授
与
機
構
で
学
士
号
取
得(

見
込)

の
場

　
　
　

合
は
、
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
・
成
績
証
明

　
　
　

書
に
準
ず
る
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

＊
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
と
成
績
証
明
書
が
一

　
　
　

体
形
式
証
明
書
の
場
合
は
、
成
績
証
明
書
１

　
　
　

部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〇
一
度
提
出
し
た
出
願
書
類
は
、
返
還
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

Ⅳ
．
学
費 

　
　
　

入 

学 

金　
　
　
　
　

３
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　

在 

学 

料　
　
　

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　

（
前
期
５
０
０
、
０
０
０
円
、

　
　
　
　
　

後
期
５
０
０
，
０
０
０
円
）

　
　

施
設
設
備
費　
　
　
　
　

３
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　

（
前
期
１
５
０
．
０
０
０
円
、

　
　
　
　
　

後
期
１
５
０
，
０
０
０
円
）

      

合      

計　
　
　
　
　

１
，
６
０
０
，
０
０
０
円

　

◆
問
い
合
わ
せ
＆
資
料
請
求
は
「
〒
162-

８
４
７
３

　
　

新
宿
区
市
谷
本
村
町
４
２
―
８　

中
央
大
学
大

　
　

学
院
（
専
門
大
学
院
）
国
際
会
計
研
究
科
事
務

　
　

室
」

　
　

（
☎
03
―
５
３
６
８
―
３
５
１
６　

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
３
６
８
―
３
５
１
５
）
へ
。

２
０
０
３
年
度
春
季
中
央
大
学
大
学
院
（
専
門
大
学

院
）
国
際
会
計
研
究
科
入
学
試
験
概
要

Ⅰ
．
春
季
募
集
人
員
80
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
入
学
定
員
１
０
０
人
）

Ⅱ
．
入
学
試
験
日
程
・
試
験
科
目
等

 

１
．
試
験
日
程
等

　

○
２
月
入
試
（
２
０
０
３
年
４
月
入
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
社
会
人
Ａ
Ｏ
入
試
」

　

⑴
出
願
期
間
03
年
１
月
21
日
〜
１
月
31
日

　
　

＊
郵
送
出
願
期
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　

（
締
切
日
消
印
有
効
）
。

　

⑵
第
１
次
選
考
（
書
類
審
査
）

　

合　

格　

発　

表　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
13
日

　

⑶
第
２
次
選
考
出
願
期　

２
月
13
日
〜
２
月
21
日

　

⑷
第
２
次
選
考
（
面
接
試
験
）　
　
　

２
月
23
日

　

⑸
第
２
次
選
考
合
格
発
表　
　
　
　
　

２
月
28
日

２
．
試
験
日
時
及
び
試
験
場

　
　

面
接
試
験　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
23
日

　
　

（
面
接
時
間
は
第
一
次
選
考
合
格
者
に
別
途
通

　
　
　

知
）

　
　
　

面
接
試
験
控
室　

中
央
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ス
２
３
０
１
号
室

　
　
　

＊
受
験
者
数
の
関
係
で
、
試
験
会
場
が
当
日

　
　
　
　

変
更
（
変
更
場
所
を
掲
示
）
さ
れ
る
場
合

　
　
　
　

が
あ
り
ま
す
。

３
．
出
願
資
格

　

以
下
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
　

①
大
学
を
卒
業
し
た
者

　
　

②
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者

Ⅲ
．
受
験
要
領

１
．
選
考
料

　
　

第
１
次
選
考　
　
　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

　
　

第
２
次
選
考　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

　

（
第
１
次
選
考
合
格
者
の
み
に
第
２
次
選
考
出
願

　
　

書
類
を
郵
送
し
ま
す
）

２
．
出
願
書
類　

　

⑴
志
願
票
（
本
学
所
定
用
紙
）　
　
　
　
　

１
部

　

⑵
志
願
者
経
歴
書
（
本
学
所
定
用
紙
）　
　

１
枚


